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【　】内は、求める施工計画の数
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改正案（新）

　総合評価落札方式の実施にあたり適用する工事の選定及び特別簡易型、簡易型（Ⅰ）、
簡易型（Ⅱ）、標準型（技術提案型）、標準型（高度技術提案型）のいずれかを適用するかに
ついては、当該工事の規模、技術的難易度、施工上の課題等（社会的要請、コスト縮減、工
事目的物の性能、機能の向上）を考慮して選定する。

（１）　工事規模と技術的難易度による適用タイプ （１）　工事規模と技術的難易度による適用タイプ

３億円

現  行（旧）

１－４　総合評価の対象工事の選定 １－４　総合評価の対象工事の選定

　総合評価落札方式の実施にあたり適用する工事の選定及び地域貢献評価型、特別簡
易型、簡易型（Ⅰ）、簡易型（Ⅱ）、標準型（技術提案型）、標準型（高度技術提案型）のいず
れかを適用するかについては、当該工事の規模、技術的難易度、施工上の課題等（社会
的要請、コスト縮減、工事目的物の性能、機能の向上）を考慮して選定する。

　総合評価方式を適用するタイプは、公共工事の特性（技術的な工夫の余地）に応じて、
簡易型、標準型、高度技術提案型のいずれかの方式を選択するのが基本であるが、
１億５千万円未満の工事においては、上記の区分表により、地域貢献評価型、特別簡易型
を適用できるものとする。
　上記の区分表は、それぞれ隣接する区分を適用することを妨げるものではない。
　また、単価契約等の軽易な工事や緊急工事については適用しない。

（技術的難易度）

【　】内は、求める施工計画の数

　総合評価方式を適用するタイプは、公共工事の特性（技術的な工夫の余地）に応じて、
簡易型、標準型、高度技術提案型のいずれかの方式を選択するのが基本であるが、
１億５千万円未満の工事においては、上記の区分表により、特別簡易型を適用できるもの
とする。
　上記の区分表は、それぞれ隣接する区分を適用することを妨げるものではない。
　また、単価契約等の軽易な工事や緊急工事については適用しない

１億５千万円

（技術的難易度）

地域貢献評価型

特別簡易型

簡易型（Ⅱ）【２項目】又
は

標準型（技術提案型）

標準型（高度技術提案
型）

簡易型（Ⅰ）
【１項目】

簡易型（Ⅱ）
【２項目】

特別簡易型

資料１

簡易型（Ⅱ）【２項目】又
は

標準型（技術提案型）

簡易型（Ⅰ）

【１項目】

標準型（高度技術提案
型）

簡易型（Ⅱ）
【２項目】


